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例会報告  ＶＯＬ．５１ Ｎｏ．３１（Ｎｏ．2393） ３月２６日（水）晴れ（司会 鈴木勝久委員長） 

 本例会での主な事項 

 ◎会長挨拶    ◎外部卓話 伊奈東中学校校長 小林昌朋様 

       

 

ビ ジ タ ー 

 つくばみらい市立伊奈東中学校校長 小林昌朋様 

 

誕 生 祝  

≪ご夫人≫石塚（克）会員  

 

幹 事 報 告  染谷秀雄幹事 

 週報受理クラブ 竜ヶ崎ＲＣ、水戸ＲＣ、水戸東ＲＣ、水戸西ＲＣ 

 例会変更通知 なし 

 

会 長 挨 拶  熊谷 昇会長 

ご挨拶申し上げます。 

3月 23日に日立市で開催された 2014-2015年度地区協議会に参加され

た武藤エレクトをはじめ次年度理事会員の皆様大変ご苦労様でした。桜前

線の北上の話とは違って日立市で開催される諸会議に参加されるのはつ

くば市や水戸市の距離感とは違ってなかなか大変ですが、理事の方が同

じ時間を一緒に過ごすと考えるとまた別の思いができるのでないでしょう

か？ 

ちなみに、さくらの開花宣言は東京は 3月 25日の昨日ですが、水戸市は 4月 2日の予定だそうです。 

さて今日は 小林校長先生をお迎えしております。会員一同ご歓迎を申し上げます。 

この後卓話をいただきますのでよろしくお願いいたします。 

お花見の歴史について・・.wikipediaより 

花見は奈良時代の貴族の行事が起源だといわれます。奈良時代には中国から伝来したばかりの梅が鑑賞さ

れていたが、平安時代に桜に代わってきた。それは歌にも現れており、『万葉集』には桜を詠んだ歌が 40 首、

梅を詠んだ歌が 100 首程度みられるが、10 世紀初期の『古今和歌集』ではその数が逆転している。「花」が

桜の別称として使われるのもこの頃からである。 

『日本後紀』には、嵯峨天皇が812年（弘仁3年）に神泉苑にて「花宴の節（せち）」を催したとある。時期的に

花は桜が主役であったと思われ、これが記録に残る花見の初出と考えられている。831年（天長 8年）からは

宮中で天皇主催の定例行事として取り入れられた。その様子は『源氏物語』「花宴（はなのえん）」にも描かれ

ている。 

吉田兼好は『徒然草』第 137 段で、身分のある人の花見と「片田舎の人」の花見の違いを説いている。わざと

らしい風流振りや騒がしい祝宴に対して冷ややかな視線であるが、ともあれ『徒然草』が書かれた鎌倉末期

から室町初期の頃には既に地方でも花見の宴が催されていたことが窺える。織豊期には野外に出て花見を

したことが、絵画資料から確認される[。この時期のもっとも大規模な花見は 1598年（慶長 3年）3月 15日に

行われた豊臣秀吉の醍醐の花見である。花見の風習が広く庶民に広まっていったのは江戸時代といわれる。

江戸で最も名高かったのが忍岡（しのぶがおか）で、天海大僧正によって植えられた寛永寺の桜である。し

かし格式の高い寛永寺で人々浮かれ騒ぐことは許されていなかったため、享保年間に徳川吉宗が浅草（墨

田川堤）や飛鳥山に桜を植えさせ、庶民の行楽を奨励した。吉宗は生類憐みの令以降途絶えていた鷹狩を

復興させた際、鷹狩が農民の田畑を荒す事への対応策として、鷹狩の場に桜の木を植えることで花見客が

農民たちに収入をもたらす方策をとったとされている。江戸の城下・近郊の花見の名所は上野寛永寺、飛鳥

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A5%88%E8%89%AF%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B2%B4%E6%97%8F
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%83%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E5%AE%89%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%87%E8%91%89%E9%9B%86
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E4%BB%8A%E5%92%8C%E6%AD%8C%E9%9B%86
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%BE%8C%E7%B4%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B5%AF%E5%B3%A8%E5%A4%A9%E7%9A%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/812%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BC%98%E4%BB%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E6%B3%89%E8%8B%91
http://ja.wikipedia.org/wiki/831%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BA%90%E6%B0%8F%E7%89%A9%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%89%E7%94%B0%E5%85%BC%E5%A5%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%92%E7%84%B6%E8%8D%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8E%8C%E5%80%89%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%A4%E7%94%BA%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%89%E5%9C%9F%E6%A1%83%E5%B1%B1%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/1598%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%85%B6%E9%95%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B1%8A%E8%87%A3%E7%A7%80%E5%90%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%86%8D%E9%86%90%E3%81%AE%E8%8A%B1%E8%A6%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E6%99%82%E4%BB%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E9%87%8E%E6%81%A9%E8%B3%9C%E5%85%AC%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%B5%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E9%87%8E%E6%81%A9%E8%B3%9C%E5%85%AC%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8A%E9%87%8E%E5%AF%9B%E6%B0%B8%E5%AF%BA
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AB%E4%BF%9D
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%90%89%E5%AE%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%85%E7%94%B0%E5%85%AC%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9A%85%E7%94%B0%E5%85%AC%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A3%9B%E9%B3%A5%E5%B1%B1%E5%85%AC%E5%9C%92
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E9%A1%9E%E6%86%90%E3%81%BF%E3%81%AE%E4%BB%A4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B7%B9%E7%8B%A9


４月は雑誌月間です 

3 

山、隅田川堤の他にも、愛宕山、玉川上水など少なからずあった。この時期の花見を題材にした落語として

は、『長屋の花見』や『あたま山』、飛鳥山の花見を想定して作られた『花見の仇討（あだうち）』などがある。 

 

外 部 卓 話      つくばみらい市立伊奈東中学校校長 小林昌朋様 

１． 不名誉な県南ワースト１位 

２． 始業式の奇妙な眺めと驚き 

３． 男子は体罰、女子はセクハラ 

４． １１０番と１１９番 

５． 修理と吸い殻拾いの日々 

６． 教室がＶＩＰルームに 

７． 救世主は、金髪・タトゥー 

８． とりかく、オープン！！ 

９． 警察官は、お友達！？ 

１０．情報収集は、携帯で。 

１１．現行犯以外は認めない。 

１２．防犯ビデオは見ていた。 

１３．記録はデジタルカメラで！ 

１４．晴れの日は、釣り糸を垂れて。 

１５．やっぱり、高いところが好き。 

１６．いつまでも懲りない。 

１７．卒業後も・・・ 

１８．新年度は通常の中学校に 

 

出 席 報 告   高須 薫副委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜   暇 メーク 出席率 

５５名 ４５名 １０名 ０名 １０名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス  五木田益城副委員長            入金計 ￥22,000    累計 ￥1,594,000  

誕生祝御礼≪ご夫人≫石塚（克）会員 

小林校長先生本日卓話宜しくお願いします。３月２３日地区協議会ご苦労様でした。  熊谷会員 

地区協議会行ってきました。   染谷（秀）会員 

小林先生ようこそおいで頂きました。  武藤会員 

小林校長先生卓話宜しくお願い致します。  山野井会員 

蛇 水を飲んで毒となし 牛 水を飲んで乳となす  愚人 酒を飲んで狂水となし 賢者 酒を飲んで智水と

なす  賢い人とは多くの事を知る人ではなく  大事なことを知る人 です。   青木（正）会員 

つくばみらい市にて先週スポーツでの出会いを求めて、第１回スポーツ婚活を開催しました。 秋田会員 

畜協議会に行ってきました。長い一日でした。  染谷（正）会員 

バッジを忘れました。  亀崎会員 

例会欠席しました。  木幡・砂長  各会員 

休みが続きました。 石塚（克）会員 

１回の欠席はとても重圧です。改めて責任を感じました。  石井会員 

 

会報委員会   五木田利明委員長   青木清人副委員長 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AE%95%E5%B1%B1_(%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8E%89%E5%B7%9D%E4%B8%8A%E6%B0%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%90%BD%E8%AA%9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%B1%8B%E3%81%AE%E8%8A%B1%E8%A6%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%82%E3%81%9F%E3%81%BE%E5%B1%B1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%8A%B1%E8%A6%8B%E3%81%AE%E4%BB%87%E8%A8%8E&action=edit&redlink=1
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親愛なるロータリアンの皆さん、アメリカ・オクラホマ州ダンカンで育った私は、誰もが読み書きできるものと思

っていました。私が通った小学校では、7～8 歳ころまでには、普通に読むだけではなく、本を上からのぞき

込んでも読むことができることも求められていました。クラスのみんなが一人ずつ順番に本を朗読しました。も

ちろん、みんなに絵を見せながら、大きな声で朗読したいと思っても、簡単にできることではありません。 

 小学生のころは毎週そんな練習をしていたので、最後には、どんなふうに本を持ってもすらすらと読めるま

でになりました。 

 

読み書きの大切さを再認識 

 当時、そのようなスキルについて、あまり深く考えたことはありませんでした。数か月前、アラバマ州ディケー

ターで行われているロータリーのプロジェクトを訪れた際、私が 1年生の教室に入ると、6歳の児童が学ぶそ

の教室で、本を読むよう頼まれました。もちろん私は、喜んでその願いに応えました。腰を下ろし、彼らが選ん

だ本を開き、約 30人の小さな子どもたちに向かって、私が 2年生の時にしたのと同じように、上からのぞき込

んで本を読み始めました。 

 

ロータリアンが手助け 

 つまり、半世紀以上前に学んだのとまったく同じことをしたのです。しかし、大人として、そして特にロータリ

アンとして、その経験は異なることのように思えました。私は、読み書きを一生懸命学んでいる子どもたちのグ

ループに対して本を読んでいました。私たちは彼らの教室を見学しました。その学校では、ロータリアンが毎

週通い、手助けが必要な子どもたちに一対一で本を読んであげています。その教室にいる子どもたちが成

長して、読み書きができる大人になるであろうことに疑いはありませんでした。たとえそれが上からのぞき込ん

でいるような姿勢でも、大人たちが子どもたちに本を読んで聞かせるように本を読むことができるようになるで

しょう。 

 

私たちの活動を祝う 

 世界には何百万もの恵まれない子どもたちがいることを、私たちは知っています。だからこそ、私たちは基

本的教育と識字率向上をロータリーの奉仕の優先事項にしています。 

今月は識字率向上月間です。地球の裏側にいる子どもであれ、まさに自分の町にいる子どもであれ、私たち

が行っている子どもの識字率向上に対する支援が、どんなに素晴らしい贈り物かを、あらためて考えてみまし

ょう。 

 

RON D. BURTON 

PRESIDENT, ROTARY INTERNATIONAL 

 

 


